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1 ．は じめ に

　地 球温 暖化 な ど全球規模 の 気候変動 に よ り台風 の 頻

度や 強度、上 陸数な どが どの 程度変化す る の か は損害保

険業 を始 め社 会的に大 きな影響 が あ る。近年 、再解析 デ
ータ を境界 値 と して 与 えた領 域 モ デ ル 実験 に よ り、熱帯

低気圧 の発 生数 の 年 々 変動 を よ く再現で き る こ とが示

された 。 従 っ て 、再解析データや全球モ デ ル に よ る海 面

水 温 や 大気 場 の 変数に は 、熱帯低気 圧 の 発 生数や 強度 ・

経路 に関わ る情報が 含まれ て い る こ とが示 唆 され る 。
　前 回発表 （増 山ほか 2009 年春季大 会）で は、A 平均 の

再解析デ
ー

タ 、 GCM （MIROC ）デー
タ か ら台風 の 発生場

所、経路 、消滅 の 復元 を試 み た 。 本発表 で は こ の 手 法 に

軸対称台風 発達 モ デ ル を組み 入 れ 、台風 に よ る損害 を定

量評価する 上 で 重要な台風 強度 の 、確率的な推定 を試み

た 。

城
　 こ こ で は 1979 年〜2008 年の ERSST データ と NCEP
−NCAR 再解析デー

タ（い つれ も月平均データ）を使用 し、

以下 の 手法を用 い て 台風 の 発 生 ・経路 ・
発 達を推定 し た。

（1）台風 の 発生

　 （3）で述 べ る発 達 モ デル を利用 し、以 下 の 手 順で 環 境

場か ら台風 の 発生数 ・発生場所を決定する 、

　  初期渦 の 定義

　　熱帯域（0・30N 、100E −180E ）に お い て 月平均 の 渦度

が 正 と なる領域に 台風 の 元 と な る 弱 い 初期渦 の 存在 を

仮 定す る。

　  台風発 生 の 判定

　　初期渦 が存在する 揚所 の 環境 場デー
タ （SST や気温 、

　湿 度な ど）を発 達モ デ ル に 与 え、初期渦 の 時 間 変化 を

　 計算す る。 ス ピ ン ア ッ プ期間 9 日以内 に最大 風速 が

　 17．2m ／s を超えた もの に つ い て の み 台風の 発生 と定 義

　 し、（2）で 述 べ る経路 と発 達の 計算を行 う。

llLialltagBl｝

　 月平均 し た風速データ を用 い て 、実際に観測 された 台

風 の 動き （JMA ベ ス トトラ ッ ク ）を再現で きる よ う各

層の 重み付 け係数を 調整 し て 平均 的な指向流 をも と め 、

そ こ にβ一ド リ フ トの 効果 や ラ ン ダ ム な変動成分 を加 え

て 各グ リッ ドに お ける台風 の 移動速度 を求め る （詳細 は

増 山ほ か 2009 を参 照）。こ れ を 6 時間毎に繰 り返 し、台

風 の 経路 を求め る。

（3）台風 の 発 達

　 台風 の 発達 は 、軸対称 を仮 定 して 理想 状態 の 台風 構造

を再現す る Emanuel らの CHIPS モ デ ル （Emanuel ほ

か 2004）を元 に 構築 し た軸対称台風 発達モ デル を用い て

計 算す る。 さらに（2）で 求め た経路上 の 大気海洋デー
タ

や海 陸分布 を順 次 与 え る こ とに よ り台 風 の 構造 の 時間

変化 を 計 算 し た 。 また 、 発 達 モ デ ル 中 で 最 大風 速 が

17．2mls を 下回 っ た も の につ い て 、消滅 と定義 し た。

遡

　 図 1 に 本研 究 の 手 法 に よ り計算 し た、8 月 の 台風 発生

お よ び経路分布比 較を示す。熱帯域北西 太平洋 で 台風発

生 が 多 い こ とが 確認 で きる 。
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図 1 ：ベ ス ト トラ ッ ク データ に よ る 台 風 の 発 生 ・経 路 の 頻 度 分

布 （上 ） と、再解析デ
ー

タ か ら推定 し た シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 台

風 の 発 生 、経路 の 頻度分布 （下 ）。（1979 〜2008 年、8 月 ）

　図 2 に 6 時間 毎 の 中心気圧 の ヒ ス トグ ラ ム を示 す 。 本

研 究 の 手法 に よ っ て 再現 され た台 風 強度 は 、観測デー
タ

の 特徴 とよく
一

致 し て お り、月平均の 大気海洋デ
ー

タ を

用 い る こ と で 長期平均 の 台 風 強度 を復元 で き る 可能性

が 高い こ とが示 された。
　 　 　 　 　　 　 　 8月　 　 　　 　 　 　 図 2 ：ベ ス トトラ
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（▲ ）。（8 月 ）
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　前回 大会ま で に発 表 し た 台風発 生 ・経路 モ デ ル に発達

モ デ ル を 加 え る こ と で 、低解像度 の 環境 場 データ を用 い

て 個 々 の 仮想的な台風 の
一生 を再 現 し、それ らの 様態 を

確 率的 に評価す る手法 を開発 した 。

　今 回構 築 し た 台風 モ デ ル は、フ ィ リ ピ ン の 近海 で 台風

発 生 が多 くな る、台風 中心気圧 の 再 現性 が よい な ど、実

際 の 台風 の 特 徴を表現する こ とが で きて い た 、

　
一

方 で 、 高緯度域 を通過す る台風 が少なめ に 見積 も ら

れ る傾 向が あ っ た。こ れ に つ い て は 、軸対称を仮定し た

発 達モ デ ル を使用 し て い るた め、台風 の 構造が 崩れ が ち

にな る高緯度域 で は再 現性 が低 下 した 、 等 の 理 由が考え

られ る。

　今後は 、さ らに 台風 の 再現性 を 上 げ る べ く、発 生 ・発
達 ・経路 の 各要素に っ い て の パ ラ メ ータ の 調 整 を行 う。
ま た、温 暖化気候下に お ける 台風 に っ い て 評価を行 うた

め 、複数の モ デル や シ ナ リオ の デー
タを用 い て実験 を行

う こ と で 、不 確実性 の 定量化 お よび シ ナ リオ依存性 の 定

量化 を実施 して い く。

本研究 は、東京大学領域創成 プ ロ ジ ェ ク ト 「気候 ・環境問題

に 関 わ る高 度 複 合 系 モ デ リン グの 基 盤 整 備 j に よ り 行 われ た 。
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